
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和3年4月3日(土)　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：国光　奈美子
	藤原
	中野(円)
	金井
	松舘
	成田
	川守田
	国光
	滝田
	澤田
	種市
	織田

	休
	〇
	準
	準
	深
	休
	〇
	深
	休
	休
	〇

	小沼
	畑中
	大久保
	柴田
	金谷
	
	土橋
	荒木田
	佐々木
	中村
	山之口

	○
	○
	休
	休
	休
	
	〇
	休
	深
	〇
	準

	中野
(三)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
　特記事項無し。

＜入室状況＞
【転入】
・中村　聡様～西B28号室→東A13号室
【部屋移動】
・赤石　陽介様～東A15号室→東A9号室

＜患者様連絡事項＞
・藤井　崇史様～不穏時レボトミン（25）1T　10回分処方となる。

・古川　貞二様～脱衣やBa弄り見られ、主治医よりミトン・安全ベルトの使用許可あり。臨時薬ロラゼパム（0.5）2錠　朝・夕食後、ゾルピデム（5）1錠就床前　今夕～4/6まで処方となる。

・赤石　陽介様～腰痛を訴え、ケトプロフェンテープ1袋処方となる。

[bookmark: _GoBack]・関原　紗奈恵様～クエン酸第一鉄Na錠（50）2錠　1日2回　3日分処方となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察時、ナースステーションや他室侵入頻回にあり、他者トラブルへ至るリスクが高い為、10～15分程度で開放観察終了している。自室では脱衣行為はあるが他問題行動はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。勤務交代時、頭部右側のシーツに血痕があるのを発見。本人へ確認するも事実確認できず。入浴時、自室を確認すると枕から割り箸の破片・スプーンを折り、針のように細長く鋭い物を発見し、回収している。本人は「暇だからグサグサやってたのにー」と悪びれも無く話している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・中村　聡様～転入後はホールにて他者と穏やかに交流しながら過ごされており、スタッフ対応も穏やか。移動となった理由については「TVのチャンネルで喧嘩になった。相手に手を掴まれたから振り払ったら持っていたボールペンが相手の顔に当たり、傷付けてしまった。」と話しているが自分だけが悪いわけではないと内省はできていない。

・河村　和寛様～悲観的、希死的な訴えは無く表情穏やか。手指振戦続いているが、日課への支障は無い。

・関原　紗奈恵様～苛々感の訴えはなく表情穏やか。母の所へ外泊希望が聞かれており、今回の入院の経緯について振り返ると泣いているが、了解している。

・大石　イト様～食事は2/3程度むせ込み無く摂取している。声掛けには穏やかに返答しており、不穏や帰宅要求なし。

・古川　貞二様～食事は自力で摂取しようとせず、介助要している。摂取時、むせ込み
　　　　　　　　あり。声掛けには穏やかに返答しているが理解力は低く、ベッド柵か
　　　　　　　　ら足を下ろしたり、ベッドから降りようとしたりと見守り・介入要し
ている。易怒性・興奮はなく経過。

・三浦　常雄様～血圧81～86/52～56ｍｍHg、他バイタルサインの異常無し。黒色水様便中等量～多量にあり。船場Dr.診察しオメプラゾール1V+生食100ｍｌ　1日1回/3日分処方となる。腹痛や苦痛表情は見られず、顔色良好で陰部弄りしているが覇気はない。

・木村　美智子様～バイタルサインの異常や酸素飽和度の低下なし。発語は無く、四肢の脱力は続いているが、瞬き等の反応あり。自己喀痰見られ介入している。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～特定女性患者様への不満を訴え、苛々すると話し、頓服服用することあり。スタッフ対応は穏やかで礼節も保てている。

・赤石　陽介様～同室者のベッド周囲が乱雑であること等に不満があり、口論となることがある。スタッフ介入にて粗暴行為には至っていないが環境調整希望多く聞かれている。スタッフ対応は穏やか。

